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イレッサと医学報道
瀬　川　至　朗

何度も考え込んだ。肺がん治療薬「イレッサ」

（一般名ゲフィチニブ）を服用後に死亡したがん

患者の家族に対し、薬害オンブズパースン会議が

当時の経緯を聞き取り調査した報告書を読んだと

きのことだ。

「イレッサのことは、新聞で見ました。内服薬

でかつ、点滴での抗がん剤のような副作用がない

ということで、夫が使ってみたいと思ったのが最

初です」（48歳男性患者の妻）

「私が新聞の切り抜きなどを夫にみせたりして

いなければ、イレッサを使うことはなかったので

はないかと、自分を責めずにはいられない」（65

歳男性患者の妻）

同会議は聞き取りとは別に、36人の患者家族へ

のアンケート調査を実施した。イレッサ使用のき

っかけを尋ねたところ（複数回答）、一番多いの

が「医師からの話」の21人で、次いで「新聞等」

の13人だった（調査結果の一覧表から筆者が独自

集計）。新聞やテレビが、副作用の少ない画期的

新薬と報道し、患者がイレッサに飛びついた構図

が浮かぶ。

イレッサは2002年１月にアストラゼネカ社が承

認申請し、厚生労働省が同年７月に承認した。発

売後に間質性肺炎の副作用が問題化。2003年７月

までに約3万5000人が使用し、278人が間質性肺炎

で死亡したという。

問われるべきは、まず、副作用の問題を軽視し

たアストラゼネカ社であり、その申請をスピード

承認した厚労省だろう。しかし、企業などの情報

を鵜呑みにしたメディアもまた、その責任の一端

は免れないだろう。

個人的にも反省点がある。2002年５月、厚労省

の専門部会がイレッサを承認したとき、社会部の

厚労省担当記者が書いたその記事の価値判断を編

集局で求められた。

そのとき、①がん細胞を狙い撃ちする「分子標

的薬」という新タイプの薬で、副作用が少ない点

が評価できる②ただし、多くの「画期的な抗がん

剤」が消えたように、本当の実力は使ってみない

と分からない。この２点を答えた。

バランスをとったつもりだが、新しいタイプの

薬といわれ、①に力点をおいて説明をした気がす

る。本当にがん細胞の世界で「分子標的」という

理想的なピンポイント攻撃が実現できているのか。

患者重視の観点から、この素朴な疑問を堅持すべ

きだったと思う。

イレッサの問題がなぜ起きたのか。どんな再発

予防策が考えられるのか。メディアとして、これ

らの点を検証する作業が必要だろう。メディアに

は、専門家の言い分を分かりやすく伝える「翻訳」

の役目だけでなく、社会の中の科学技術をより良

い方向に導く「ナビゲーター」の役目も求められ

ているからだ。

（毎日新聞科学環境部編集委員）
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＜例会報告＞

横断型科学技術とコトつくり宣言

「いまなぜ横断型科学技術なのか」。こんなテ

ーマで木村英紀・東京大学大学院教授（制御工

学専攻）が10月例会で講演した。日本の科学技

術を再生するためには、得意のモノつくりだけ

ではなく、コトつくりを重視しなければならな

いと説く話に耳を傾けた。

木村教授はまず計測自動制御学会、日本ロボ

ット学会、日本統計学会など文理にわたる30学

会が結集し、会員数延べ５万人の「横断型基幹

科学技術研究団体連合」が発足したことを明ら

かにした。科学技術が進むにつれて学問はタテ

の細分化の道をたどってきたが、タテの領域を

横につなぐ学問の強化が大きな課題になってき

たという。

＃ソフトが弱い日本

日本では第２期の科学技術基本計画が作られ、

科学技術関係予算は大幅に増えている。国立大

学には使い切れないほどの研究費を抱えた研究

室もある。ところが、研究開発費や研究者数の

割には日本は特許出願や論文、技術輸出件数な

どで米国や英独仏に劣っており、情報通信分野

の国際競争力指標を見ると20位に甘んじている。

いまや携帯電話の開発費ではソフトが65%を占

めるように、ハードからソフトへの付加価値の

移動が起きている。だが、日本ではハード技術

の強さに比べてソフトウエア技術は立ち遅れ、

ソフトウエア製品の輸出は輸入の１％という惨

めな状況になっていると木村教授は強調した。

このソフトウエアの弱さが日本の技術の足腰

を痛撃している。しかも問題はソフトウエアに

限らず、宇宙、航空機、ゲノム科学など巨大技

術の低迷となり、日本的生産システムにも陰り

が見られる。政治や経済でいわれる「空白の10年」

は科学技術にもあったというのだ。

なぜそうなったのか。木村教授はリスクを冒

すことを恐れる日本の風潮、数学の社会的地位

が非常に低いなど論理性の弱さ、行き過ぎた経

験重視主義、工学分野の電気、機械、化学とい

ったタテ志向が強いことなどが関係していると

見る。

そして木村教授は、日本はモノつくりに傾斜

し過ぎていたとし、今後はコト（製品の持つさ

まざまな機能）つくりを重視すべきだと提案した。

コトつくりには普遍化と論理が重要な要素で、

コトつくりの基礎が制御工学、モデル学、シス

テム工学など横断型科学技術だというのだ。

モノつくりの科学技術は目に見える製品とし

て現れるが、コトつくりの科学技術は目に見え

る製品を持たず、例えば制御工学の製品はない。

コトつくりには業界、担当省庁もなく、タテ社

会の日本にはなじまない面がある。

しかし、科学技術大国になるには「日本の技

術文化にコトつくりを目指す論理重視の新しい

技術の柱を作り出すことが緊急課題だ」と木村

教授は締めくくった。

＃ノーベル賞を重視しすぎ

質疑応答では「具体的に何をすべきか」とい

う質問に、木村教授は①第３期科学技術基本計

画に横断型科学技術の推進を盛り込む②科学研

究費の配分構造を変える③横断型科学技術の推

進組織を作る、を挙げた。

科学ジャーナリズムについては、「ノーベル

賞を重視し過ぎるのではないか。ノーベル賞を

取ったからといって日本の科学技術がすごいと

はならない」と述べた。

（横山裕道） 

木村英紀・東京大学大学院教授
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＜見学会＞

科学のパラダイムを変える地球シミュレータ

11月例会は、海洋科学技術センター横浜研究

所（横浜市金沢区）にある地球シミュレータを

見学した。会員外も含め30人が参加する盛会だ

った。コンピューター科学の世界のトップを独

走する地球シミュレータの最新の成果をたっぷ

りと聞いた。近くには、鎌倉時代にできた金沢

文庫がある。研究者の話から、「現代科学の情

報センター」、21世紀の金沢文庫にならんとす

る意気込みが感じ取れた。

☆21世紀科学の胎動

地球シミュレータは2002年３月から動き始めた。

景気刺激策の補正予算で建設が加速した。本体

に400億円、建屋に64億円かかった。設計上の計

算速度は１秒に40兆回。実際に約36兆回計算し、

世界記録を大きく更新し、科学史に１ページを

記した。

佐藤哲也・地球シミュレータセンター長は、

米エネルギー省が直前に発表した「今後20年間

の研究施設の整備計画」でスーパーコンピュー

ター技術を挙げたことに触れて、「米国は日本

を追い越せと躍起になっている」と解説した。

地球シミュレータは米国最速のスパコンより３

倍速く、米国の上位20台を合わせた性能に匹敵

する。

汎用コンピューターなので、地球だけでなく、

どんな分野でも使える。①平和目的②多くの人

が使えるようにする③成果は国民に公開④海外

にも利用を開放－などを挙げた。「利用は産業

界にも広げたい。いま、自動車産業に働きかけて、

交渉中だ」と佐藤さん。

威力はすごい。大気循環の研究では、現在の

シミュレーションのます目の大きさが100㎞なの

に対して、地球シミュレータでは10㎞まで狭まり、

台風などの動きをほぼ正確に解析できるように

なった。佐藤さんは「要素還元型だった20世紀

科学のパラダイムを、統合的なアプローチに変

える研究手段となる。未来がどのようになるか

を知るすべを得た。無限の可能性があり、21世

紀科学の胎動」と熱っぽく語った。

また、３人のグループリーダーがシミュレー

ション結果として、大気・海洋、気候、地球内

部のダイナミックに動く様子を示した。観測よ

りもリアルな感じがした。

☆休みなく働き続ける脳

地球シミュレータをガラス窓越しに見た（写真）。

長さ65m、幅50ｍの体育館のような建物の２階に、

NEC製のスパコン計640個が入った大型キャビネ

ットがずらりと並んでいた。各スパコンは結び

付いてネットワークを形成して一つの脳として

働いている。ブーンという音がいつもする。一

階に設置された巨大空調機24台が発熱を冷やし

ているからだ。年に３日、電源を点検する以外は、

年間約７億円の電気代で、５年はフル稼働でき

るという。

データは立体的に解析される。それを最先端

のバーチャルリアリティーで動画画像として見

ることができる三次元動画処理システムもあった。

立体眼鏡をかけてのぞいた。日本列島周辺の雲

の動きなどが、手に取るように見えた。雲の中

に入ったりして、さまざまな角度から見えるので、

解析されたデータ量の膨大さを体感できる。な

かなか面白い。

性能の向上と競争に果てはない。次には地球

シミュレータを千倍も上回る「超シミュレータ」

が計画されているそうだ。　　　　

（小川明）
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＜会員報告－1＞

水が欲しい！　セネガル・バングラデシュ取材

サハラ砂漠の南に位置し、赤茶けた大地が広

がるアフリカのセネガル。大河ガンジス下流、

南アジアのデルタの国バングラデシュ。降雨量

では対照的な２つの国だが、いのちに欠かせな

い「安全な水」を得るための闘いはどちらも深

刻だ。水供給技術の導入には、なお解決すべき

課題がいくつも横たわっていた。

フリーの記者になって得た自由な時間で、昨

年９月から１カ月間かけて両国を取材した。欧

州での熱波被害の後だけに世界の異常気象が気

になったが、セネガルでは少雨の傾向。近年、

雨期の始まりが遅くなり、激しい降りも少なく

なっているという。バングラデッシュでも雨が

少なく、農作物の収穫が心配だとの声が聞かれた。

セネガル北部には日本など先進国の援助で建

設された給水塔が随所にあった。ポンプ式井戸

の整備によって水が安定して得られ、遊牧民は

水を求めてさまよい歩く生活から抜け出し、定

住化が進む。しかし、この深井戸や給水塔を利

用者自身が維持管理できるかどうかが課題。水

道栓からの水漏れなど単純な故障にも、修理す

る技術や資金がないまま放置される例も少なく

ない。

地域社会で維持管理のための運営組織をどう

作っていくか。遊牧民の部族も含めて複数の集

落が合意できる方法で利用料徴収などのルール

をつくることが急務で、点検・修理の技術者を

養成・確保する必要もある。巨費を投じた「もの」

を供与するだけの技術協力の見直しが求められ、

住民参加型の運営や地域づくりと連携させるソ

フトな支援に重点が置かれるようになった。

◇技術適用に先立つ課題

一方、バングラデシュではこの２０－３０年で、

衛生的な水を得るために池や川の水に代わって

井戸水に依存する社会に切り替わってきた。し

かし、農業用の地下水大量取水の影響もあって、

地中に存在する天然の重金属ヒ素が井戸水に溶

け出す汚染問題が深刻化。国連児童基金（ユニ

セフ）などが推し進めていた井戸掘りプロジェ

クトの代替策に政府や援助国も頭を悩ませている。

解決策にはヒ素除去剤、ヒ素を含まない地表

水を浄化・殺菌するろ過装置、深井戸の掘削、

雨水貯留タンクの採用など、さまざま手段や装

置が試みられている。しかし、貧困層の多い農

村部で期待できるのは、高度な技術を使った高

額な装置よりも、安価で誰にでも理解できる簡

易な装置。池の水をろ過したり、煮沸したりす

る方法や雨水の貯留といった方法が現実的だと

みる専門家も多かった。

水をめぐる国際間や部族間の争いも続くなかで、

安全な水の確保には高度な科学技術を適用する

前に解決しなければならない課題がある。つまり、

対立する利害調整や、利用者自身が建設や運営

に参加し、資金を負担する自助精神の確立、さ

らに基本的な衛生知識の普及などの社会条件を

整えていくことが重要だと認識した。

現地のジャーナリストに何人にも会った。い

まや途上国で環境問題を追う記者の存在は珍し

くはない。「日本に科学技術ジャーナリストの

会があり、若い世代の養成のために塾を始めて

いる」と紹介したら、「環境問題を追うためにも、

日本のように豊かな国にするためにも、科学技

術の知識を得たい。科学ジャーナリスムを学ぶ

ために日本での研修に招いてほしい」と熱い視

線を向けられた。

「南」の国への技術移転のあり方を問い掛け

られた旅だった。　　　　　　　　

（佐藤年緒）
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＜会員報告－2＞

2003年の皆既日食が南極であることは、早く

から知っていた。そして、私はなんとしても見

に行きたいとかねてから考えていた。

というのは、1963年の網走日食に魅せられて

以来、｢追っかけ｣をつづけている皆既日食への

思いと、65年に第７次観測隊に同行して訪れて

以来、｢もう一度行きたい｣と常々夢見てきた南

極への思いと、２つの思いが重なり合うところに、

今回の南極日食があったからである。

そうはいっても、南極は簡単には行けない。

船で行くのは時間も費用もかかりすぎてとても

無理。結局、飛行機で機上から見るほかないと

なって、オーストラリアのカンタス航空が募集

していた｢南極日食飛行｣に申し込んだ。

半年も前だったのにキャンセル待ちだという。

そんなに人気があるならもう１機飛ばせばいい

のだから大丈夫だろうと、たかをくくっていた

ところ、なかなか返事が来ない。ОＫとなった

のは間近に迫ってからだったが、現実はなんと、

満席どころか旅行社が買い占めていただけだっ

たらしいのだ。

★日食席は機内の左半分

出発は11月24日午前２時。深夜のメルボルン

空港に乗客たちが続々と集まってきた。電光掲

示板に｢行く先、南極｣の文字が光る。同じ座席

番号の、往きと帰りと２枚の切符が渡された。

ジャンボ機の機内に入ると、左半分の座席が

日食観光向け、右半分が南極観光用と分かれて

いる。日食席は、窓側ほど料金の高い傾斜型。｢皆

既の10分前から５分後までは席を立ってはいけ

ない｣というルールで、それまでは動き回り自由

だ。私の席は、窓から3列目だったが、窓側の人

の協力で外はよく見える。

離陸から５時間余、雲のすき間から氷山の浮

かぶ海と雪に覆われた南極大陸が見えはじめた

ころ、太陽が欠けはじめた。みるみるやせ細り、

三日月形からやがて一点に。その瞬間、パッと

コロナが輝き、ダイヤモンドリングが中空に浮

かび上がった。機内に歓声ともため息ともつか

ぬ感嘆の声があがる。

★予想以上に空が明るい

皆既は約２分間。白い大陸からの反射光をう

けて、空は予想以上に明るいが、それでも星が

３つ観察できた。皆既が終わり、もう一度、ダ

イヤモンドリングを経て世界は夜から昼に戻る。

ジャンボ機も反転して帰途へ。往復14時間半の

大飛行だった。

今回の南極日食は、NHKがテレビ放送50周年を

記念して、素晴らしい生中継の画像を茶の間に

送り届けた。興味深いのは、それを見た人たち

の私に対する反応である。｢テレビでもあれほど

よかったのだから、現地で見たらさぞ素晴らし

かったでしょうね｣というのと、｢航空機の窓か

らではテレビとあまり変わらないのでは。わざ

わざ行くこともなかったのに｣という真二つに割

れたことだ。

たしかに、機上からの窓越しの日食に全く不

満がなかったわけではない。地上でなら感じら

れる気温の急激な低下とか、鳥や動物たちが騒

ぐ様子などはみられなかったからだ。しかし、

その半面、曇る心配のないことや、光の饗宴が

ひときわ鮮やかだったことなど、機上の優れた

点もなくはなかった。

それはともかく、皆既日食には毎回、体が震

えるような感動を覚える。とくに私にとっては、

30余年ぶりの懐かしい南極の上空で繰り広げら

れた壮大な天体のドラマだけに、ひときわ心が

揺さぶられた。この臨場感は、テレビでは味わ

えなかったものだろう。

同時に、国境もなければ軍事基地もない、各

国が環境を守りながら観測に協力する｢人類の理

想を実現した地球上で唯一の地域｣、南極にあら

ためて思いを馳せた。　　　　　　（柴田鉄治）

南極日食をジャンボ機から見た
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＜忘年会講演＞

白川英樹さんを招き、充実の忘年会

忘年会を兼ねた2003年最後の例会は、ノーベ

ル化学賞受賞の白川英樹博士を招き12月4日、日

本記者クラブで催された。

●メディアも科学者も伝える努力を

「メディアに向かって自分を主張することに、

科学者自身が慣れていないんですね…」

熱心な聴衆で埋まった会議室に、白川さんの

静かで力強い声が響いた。

研究成果を社会に正しく伝えるために、ジャ

ーナリズムには、その事実だけではなく、背景

や意義をわかりやすく伝える努力を求めたうえで、

同時に科学者の意識を変えることも必要である

ことを強調した。

ご自身が1976年に米ニューヨーク科学アカデ

ミーでの講演で、「豆電球」を灯してみせて、

高分子のポリアセチレン薄膜が電気を通すとい

うことをわかりやすく示したという体験談を披露。

日本国内の学会では笑われるような方法が、参

加者には強烈な印象を与える。こうしたわかり

やすい実演によって伝える努力を積み重ねるこ

とが、科学者の側にも必要だと説いた。

また、科学技術研究費とノーベル賞受賞との

関係を戦前にまでさかのぼったグラフで説明した。

投入金額と研究成果には相関がないこと、成果

の芽はずっと早い時期に出ていることなどをス

ライドで明確に示した。

●塾生の質問にも丁寧な答え

この日は、会員に交じって科学ジャーナリス

ト塾第2期生も多数参加した。白川さんと科学ジ

ャーナリスト塾のつながりといえば、朝日新聞

の夕刊コラム「窓」（2003年９月11日付）に載

った高橋真理子さんの記事。白川先生が科学ジ

ャーナリスト塾の受講を希望していることが紹

介されていた。

そのご縁で、この日の講演では第2期塾生が白

川さんにインタビューをするという、またとな

い機会をいただいた。ジャーナリズムを志して

勉強会に集まった塾生にとって、願ってもない

体験だった。

「若者の理科離れが世界中でいわれるなかで、

カナダは逆に志望者が増えている。その理由は、

若手研究者が直接学校に出向いて中高生の理科

の指導をしていること。彼らの熱意が子供たち

に直接伝わるのだろう」

「主流でなければ非主流、というのはおかしい。

だれもやらないからこそできる研究もある」

「デジタルカメラを当然のように使う世の中

になったといっても、それは人々の科学技術へ

の関心が上がったということではない。『なぜ

写るか』という素朴な疑問を持つことが、科学

技術への関心を育てる」…など、活発な質疑応

答は予定の時間をはるかに過ぎて続けられた。

●飛び入りの新会員も

講演の後は、同じ会場で立食パーティ。出席

者のなかからはこの日に新たに会員になる人も

何人か現れ、熱気あふれる雰囲気に包まれた。

佐藤年緒事務局長によるJASTJロゴマークの紹介

や、牧野賢治会長による10周年記念事業の報告

が行われた。

茶系でまとめたシックな装いの白川さんは、

講演の最初からパーティの最後まで一度も座わ

ることなく、質問や議論になごやかに応対して

いた。その若々しさは驚くばかりだ。　

（中西佳世子＝塾生）
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初めは学会で猛反対された光触媒

＜新会員自己紹介＞

青野由利（毎日新聞論説室兼科学環境部）

生命科学、天文学が好きなフィールドですが、

最近は科学技術政策全般について書くのが主た

る仕事です。

赤岩なほみ（朝日新聞書籍編集部）　　

「素粒子物理学者になりたい！」と夢見てい

たが、高校入学後ほどなく数学の劣等生に転落

して、早くも挫折。朝日新聞社は中途採用で、

最初は新潮社にいました。ここ数年は朝日選書

で主に科学にかかわる本を担当しています。

荒舩良孝（科学ライター）　

科学をあまりなじみのない人にも分かりやすく、

正確に興味を持ってもらうように伝えるにはど

うしたらよいか、科学を現代社会でどのように

捉え、伝えていったらよいかを考えております。

池上陽子（筑波大生命環境科学研究科学生）

研究結果を分かり易く変換しアウトプットす

ることで、研究の場と一般社会をつなげる役を

担いたい。科学ジャーナリストの意見を聞きな

がら、科学ジャーナリストがどのような姿勢で

活動を行っているのかを学びたい。

大島弘義（東京新聞・中日新聞科学部記者）

　記者になり14年。社会部、経済部を経て、３

年前から科学部です。幅広いテーマを、日々、

勉強しながら取材しています。工学部出身。科

学技術ニュースの地位向上を私たち全体の課題

として考えていきたい。

大西　仁（東北大学副総長・法学研究科教授）

　広報と国際交流を担当していますので、会員

の皆様から科学技術に関する情報・識見をお聞

かせ頂くと共に、本学の最新の研究動向を紹介

できればと思っています。専門は国際政治です。

高嶋秀行（ニュートンプレス　ニュートン編集室）

科学雑誌「Newton」の編集・記者をしており、

２月号では、特集記事「ゼロは‘宇宙’を生んだ」

を執筆、編集いたしました。以前は全国紙にて、

核燃料サイクル基地をもつ六ヶ所村を担当して

おりました。

高柳雄一（電気通信大共同研究センター教授、

ＮＨＫ解説委員）　

科学の内容を伝えること、社会と科学の関係、

文化の中で科学が果たす役割、科学が人間と関

わる様々な接点を、この会の活動とも関連付け

て考えて見たい。

舘野佐保（米国イースタンミシガン大学大学院

修士課程） 

脂質の研究を経て、科学ジャーナリズムを専

門に留学中です。米国内の報道に関し、米国初

のＢＳＥ感染牛について「科学情報の何をどう

報道するか」の重みを実感しました。

辻村達哉（共同通信科学部記者）　

東京は今年で10、科学部で８年。以前は北海

道で科学と縁のない記者生活を送っていました。

今の担当はとにかく「基礎」。役に立ちそうに

ない科学が大好きです。昨年の一番のニュース

は「ポアンカレ予想解決か」でした。

徳富　亨（東京電機大学出版局編集課）

科学系啓蒙書・教養書の翻訳編集を中心にし

てきました。日本には存在しないかもしれない「ポ

ピュラーサイエンス」、つまり教養としての科学

知識を楽しむ層を厚くすることが、科学技術立

国としての基盤強化かもしれないと考えています。

東倉洋一（国立情報学研究所人間・社会情報研

究系教授） 

科学技術、特に情報通信技術と人間・環境・

社会との今後の係わり方に関心を持っています。

会を通して、わが国の広い層における科学情報

通信技術に対する関心が喚起できればと思いま

す正しい理解を促せればと願っています。

東田昭博（フリーランス、翻訳者、第二期塾生、

三重県在住）

医薬関係の文献翻訳業に携わっております。

医薬以外に脳科学や進化学、総合芸術としての

コンピュータゲームに関心があり、これらの分

野の動向を知り、それを第三者に分かりやすく

伝える方法を学びたい。

藤田貢崇（防災科学技術研究所・派遣研究員）

　大学院で宇宙物理学を専攻した後、英国系研

究コンサルタント企業で放射性廃棄物の地層処

分の安全性評価について研究し、高等学校の理

科教諭を勤めてきました。翻訳者でもあります。

三輪佳子（フリーランス）　

長年、半導体の研究開発現場の人間でした。

研究開発の現場と世の中の温度差を埋める仕事

がしたいと思っています。特に基礎研究に逆風

が吹く現在、本来あるべき基礎研究の姿を追い

たいです。

元村有希子（毎日新聞科学環境部記者）

科学部歴は３年に満たない新米ですが、社会

部で10年。科学は社会そのものだと思っています。

取材とは違うこの会で、さまざまな人たちと交

流したい。
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＜事務局だより＞

◇ あけましておめでとうございます

今年は会発足から10周年目に当たり、７月には

さまざまな行事を行う予定です。昨年５月の会則

改正以来、会員の数も増え110人を超えました。米

国の大学で科学ジャーナリスムを学ぶ日本学生も

インターネットを通じて申し込んできました。異

なる世代や多様な立場からなる会員の意見を反映

させながら、今年も活発な活動を展開させようと

思います。よろしくお願いいたします。

◇名簿を配布します

会員名簿を作成し、会員に限定して配布してい

ます。これによって会員相互の交流が盛んになる

ことを期待しています。ただし、暫定版でありま

すので、内容に誤りがあれば事務局に連絡ください。

またプライバシーにかかわる情報も含まれますので、

会員外に名簿が利用されないように取り扱いには

十分注意してください。会員への刊行物やニュー

スリリースの配布などに使えるかどうか、ルール

を早急に決めたいと思っています。

◇ 記念事業でテキストを出版

10周年記念事業のひとつとして進めている出版は、

６月下旬には「科学ジャーナリズムの新世界」（仮

題）として刊行される予定です。

出版小委員会（牧野、武部、北村、高木、佐藤）

で数回相談して本の骨格をまとめ、出版社に当た

りました。当初のK社、N社とは条件が折り合わず、

最終的に化学同人（京都）と話がまとまったのが

12月10日でした。

200ページ、予価2000-2200円、初版2000部です。

出版形態は、商業出版と自費出版の折衷型となり

ます。

７部構成で、26章を予定、コラムも含めれば30

人を超える会員が取り組むことになります。内容は、

科学ジャーナリズムの現状を幅広い読者に知って

もらうためのガイドブック的な読み物になります。

日本で初めての本格的な科学ジャーナリズムのテ

キストになるでしょう。

お忙しいなか、ボランティア的な執筆になりま

すが、よろしくお願いします。

◇ モントリオール会議へのお誘い

第４回科学ジャーナリスト世界会議（WCSJ2004）

が、今年10月４日から７日までカナダのモントリ

オールで開かれます。会議のホームページは

http://www.wcsj2004.com。全体テーマは

Reporting the future: Journalism meets 

emerging science。「社会と政治の文脈の中での

科学」「科学ジャーナリストとしての資質向上」

といったテーマでワークショップなどが開かれる

ようですが、プログラムは流動的とのことです。

当会では、世界会議で発表する会員に航空運賃

などの支援をする計画を立てています。くわしい

要綱が理事会で決まりましたら、改めてお知らせ

いたしますが、発表したいと思われる方は積極的

に高橋真理子（marikot@asahi-net.email.ne.jp）

までご連絡ください。

◇ 事務局の強化

会員数増加などに伴って事務局の仕事をこれま

での佐藤事務局長に加えて池田純子さん（武田計

測先端知財団）にもお願いすることになりました。

連絡はメール（hello@jastj.jp）で。

＜おわびと訂正＞会報29号の９月例会報告で、藤

嶋昭さんの言葉として「物果天宝」と「新発荊」

としたのは間違いで、正しくは「物華天宝」「新

発　」でした。いずれも藤嶋さんの気概を示す重

要な言葉です。おわびして訂正します。

＜編集後記＞

21世紀の00年代も、はや半ばにさしかかりました。

今年は、与謝野晶子の「君死に給ふこと勿れ」から

100年、自衛隊の創設から50年、いやな巡り合わせ

を感じます。

私たちの会は、ささやかな歴史を積み重ねて10周

年を迎えます。これを機にさらなる飛躍を遂げたい

ものです。まずは、記念の出版や行事で、科学ジャ

ーナリズムの魅力を伝えましょう。この会報へも多

くの会員からの情報発信をお願いします。　　　（俊）
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